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＜令和３年度＞
第１回 令和４年３月１日
・鉄道プロジェクトの現状とこれまでの検討状況
・鉄道プロジェクトを取り巻く昨今の議論 等

＜令和４年度＞
第１回 令和５年２月２２日
・鉄道プロジェクトの評価手法マニュアル改訂の方針 等

＜令和５年度＞
第１回 令和５年９月４日
・新たな評価の視点の考え方について 等

第２回 令和５年１１月７日
・費用便益分析に係る論点（作業部会の報告）について 等

第３回 令和５年１２月２５日
・作業部会における費用便益分析に係る改訂案 等

「鉄道プロジェクトの評価手法マニュアル改訂に関する調査検討委員会」

○ 平成24年（2012年）のマニュアル改訂から約10年が経過したことを受け、各種評価手法についてより現状の実態に即し
た検討を行うため、有識者委員会を開催。

○ 「ミッション上の一体の区間に関する評価（一体評価）」等についての改訂について議論し、改訂案がとりまとめられた。

委員

○ 家田 仁 政策研究大学院大学教授

• 伊藤 香織 東京理科大学理工学部教授

• 岩倉 成志 芝浦工業大学工学部教授

• 大串 葉子 同志社大学大学院ビジネス研究科教授

• 加藤 浩徳 東京大学大学院工学系研究科教授

• 金子 雄一郎 日本大学理工学部教授
• 田邉 勝巳 慶應義塾大学商学部教授

• 羽藤 英二 東京大学大学院工学系研究科教授

• 村上 早紀子 福島大学人文社会学群経済経営学類准教授

開催経緯
（○：委員長）

⇒ 一体評価については、路線が段階的に整備される場合における評価の考え方を精緻化し、
・ 段階的な整備が一定程度進められた時点で一体評価を行うことが適当であると考えられる場合の整理
・ 上記の事業評価の意味の整理、記載の充実化
等を行う改訂を実施。
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鉄道事業の一体評価について（概要）
○ 段階的な整備の場合の一般的な考え方
①最初の区間の整備時

区間全体（ａ～ｄ）の評価を基本とし、必要により個別区間（a）
の評価を併用して総合判断。

②途中の区間の評価時
着手区間と将来整備区間を合わせた区間（ｂ～ｄ）を基本とし、

必要により個別区間（ｂ）の評価を併用して総合判断。
また、区間全体（ａ～ｄ）の事業効果を継続的にモニタリング。

○ 一定程度整備が進んだ時点において起終点間全体を対象に事業評価を行う場合の考え方
起終点間全体を結ぶことがプロジェクト全体のミッション（事業目的）の達成に必要不可欠であり、起終点間全体
を対象に事業評価を行うことが極めて重要な鉄道プロジェクト（長大な起終点間を相当の長期にわたって順次整
備するもの）については、以下のとおり。

①最初の区間整備時をはじめ、段階整備が相当程度進捗するまで
区間全体（a～ｄ）の評価を行うことが困難であることが多いが、

その場合は個別区間（ａ）の評価のみ実施。

②段階整備が相当程度進み、区間全体の評価が可能となった場合
個別区間の評価（ｃ）と合わせて、区間全体（a～ｄ）の

評価を実施。
（本来最初に行うべきものを、途中評価時に確認するもの。）

評価区間

区間a
[新規整備]

区間b
[将来整備]

区間c
[将来整備]

区間d
[将来整備]

区間a
[整備済]

区間b
[新規整備]

区間c
[将来整備]

区間d
[将来整備]

評価区間
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区間a
[新規整備]

区間b
[将来整備]

区間c
[将来整備]

区間d
[将来整備]

評価区間

評価区間

区間d
[将来整備]

区間a
[整備済]

区間b
[整備済]

区間c
[新規整備]



改訂版マニュアル（一体評価関係部分抜粋）

3



鉄道事業の一体評価について（図解）

プロジェクト全体のミッション上一体と考えるべき起終点間全体（区間ａ～ｄ）
※整備新幹線の各路線にあっては、全国新幹線鉄道整備法に基づく整備計画に定め
られた起点及び終点を基本とする。

評価区間

当該区間の最後の区間（区間ｄ）の開業年度から50年費用・便益の
算定期間の終期

一体評価時の考え方（区間ｃが新規整備区間の場合）
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